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活用率は低いと思います。                             
 しかし、なくても困らなかったパソコンが、これからは、私の人生を左右するほど、重
要な物になるかもしれません。なぜなら、私には、目の前に｢就職｣という大きな壁がある
からです。就職セミナーや気になる企業の情報をすぐに得られるインターネットは、私に
とって、なくてはならないモノです。また、企業側に自分のメールアドレスを教えれば、
より多くの情報が得られます。いつ回復するかわからない不況の中で、ひとつでも多くの
内定をもらおうと思うのなら、あらゆるモノを駆使するしかありません。また、求人の内
容も、パソコンがある程度使えなくては、話にならないといった感じです。もう少し、真
面目に授業を受けとけばよかったな…。 
 コンピュータは、本当に便利なものです。しかし、それによって、人間が悪影響を受け
る場合もあることを忘れてはいけません。人間の節度ある使い方で、コンピュータは、よ
り良い方向へ発展すると思います。 
 
E.T. 
 
私とパソコンとの出会いは小学生の頃だった。真っ暗な画面に、無機質な白い線。子供
だった私には何が面白いのかわからなかった。興味もなかった。 
中学生になると、学校の授業で初めてパソコンに触った。パソコンで何ができるか、何
ができるか学んだ。ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞ９５のおかげでやっと興味を持つことができた。 
高専へ入学し、さらに情報処理を学んだ。パソコンを扱うことが興味から責務に変わっ
た。 
このようにパソコンの成長とともに私も成長している。では、将来私とパソコンと関係
はどうなっていくのか？ 
私はパソコンとともに一生生きていくだろう。私にとって、仕事でコンビを組む相棒で
あり、情報を提供してくれる友人であり、もしかしたら新しいものを生み出す、母親のよ
うな存在になるかもしれない。そして身の回りすべてのものが制御される完全なコンピュ
ータ社会になってしまうかもしれない。 
しかし私はそんな世界にはしたくないのである。確かにコンピュータの進化によって、
人々の生活は豊かにはなるが、それに伴って人間自身の力、思考、想像力は減衰していく
だろう。それは人間にとって確実にマイナスであろう。もしコンピュータがなくなったと
きに、私は生きていけるのか？ 
だからこそ私はパソコンを学びたい。自分自身の力で、思考で、想像力で、コンピュー
タに勝てるように。 
そうすれば、パソコンとは、一生涯の「ライバル」という存在になるだろう。 
目的 
 
Y.T. 
 きっかけはパソコンであった。インターネットである。偶々みた「福井県児童科学館」
でのボランティアの公募。興味があったので詳しい情報を取り寄せた。ボランティア活動
を始めてもう一年が経とうとしている。それから、県外の人、県外の児童館などで同じく
ボランティア活動をしている人たちと交流する機会が増えた。気軽に会える距離ではない
ので、メールなどでお互いに連絡を取り合っている。情報を得る場、交換する場として、
僕はパソコンを多用する。とうとうボランティアのページなるものを作ってしまった。自
身の活動の様子や今後の活動の予定などを写真も織り交ぜながら載せている。まだできた
ばっかりで中身は無いに等しいが、「パソコンいじり」がボランティア活動の一環として
僕の中では成り立とうとしている。 
パソコンを購入してから約二年。「メディア」として以外にもパソコンを利用してきた
つもりである。しかし、今僕がパソコンを利用する目的は「情報のやりとり」である。極
一部しか使いこなせていないということだろうか。大抵のことはコンピュータを使えばで
きる。しかし、全て使いこなす為に必要な知識はどれほどのものだろうか。必要になった
とき、必要な知識を身につけ、少しずつ使いこなせるようになれたらそれでいいかなと思
う。少なくとも、今まではそうやって覚えてきた。 
 
H.N. 
私はパソコンに触るのが好きである。とりあえず部屋に帰ると、何がなくてもまずパソ
コンを起動する。まぁ、主な利用目的はネットを繋いで遊ぶゲームなのだが。私は、パソ
コンを二年前位に購入したが、購入当時はそれほど触らなかった。いざ、買ってみたもの
の、やるべき事がそんなに無かったからだ。しかしパソコンをインターネットが出来るよ
うに回線を繋ぐようになってからは、毎日のようにパソコンを触り始めた。欲しい情報も
いち早く入手出来たし、なにより、ネット上で遊べるウルティマオンラインというゲーム
が出来るようになったからだ。私はこのゲームを寝る間も惜しんで、学校も遅刻してやっ
てた覚えがある。この時は丁度三年生だった。 
 
四年生になり、物理化学実験が始まった。この時から少し私のパソコンの使用方法が変
わって行った。事前学習システムという、いわば実験の予習が、Web ページの閲覧によっ
て可能になったからだ。これ以降、ゲームオンリーだった私のパソコンはレポートを書く
ものとして代わっていった。よくよく考えると私のそもそものパソコンの使い方が間違っ
ていた気がするが。とりあえず私のパソコンはエンターテイナーとしてでなく、ワーカー
として、マルチに動き始めたのである。 
現在では、音楽をとるにしても、レポートを書くにしても、ゲームをするにしても、卒
業研究の情報を得る手段でさえパソコンに依存しはじめている。 
使い慣れてくると、本当にパソコンはいろんな事が出来る。また同時に愛着もでてくる。
OSとアプリケーションの相性があわずにエラーがでても落ち着いて対処出来るし、なんて
いうかパソコンの癖が判ってくるからだ。メモリの限界なども数値ではなく、感覚で感じ
られるようになり、無理はさせていない。 
今はもう情報化社会に入ってしまっているのだろう。ディスプレイ、キーボード、マウ
ス、HD の基本構造に捕らわれずに、いろんなものがもうパーソナルコンピュータと呼べ
るのでは無いだろうか。そういう意味で私のパソコンと言えるのは携帯電話である。ゲー
ムも出来るし、メールも送れるし、情報も読み取れる。 
新しい体系で次々とでてくるパソコンだけれども、積極的に使わねば、どんな形になろ
うとも意味はないと思う。私はヒトであるので何となくだが、無機質な世界にドップリと
依存はしたくは無いが、これからもパソコンを私のパートナーとして利用していきたい。 
 
T.M.  
 機械音痴な僕にとって、｢コンピュータ｣というものは敬遠がちなものでした。今までに
は文章を書いたり、グラフを作成したりするのが精一杯で、とてものめり込める物ではあ
りませんでした。｢使い方を覚えるのが面倒くさい。｣、｢使えなくても困らない。｣という
独断と偏見に基づいて、興味の欠片すら持っていませんでした。 
 しかし、最近では就職にも、実験レポートにも、日々の生活でさえもコンピュータは深
く浸透していて、もはや避けられないという状況になっています。自分も少しぐらいは使
えるようになろうと思い、最近パソコンを購入しました。自分の人生の中で支払金額最高
の買い物だったパソコン、これが無駄になったら一生悔やむだろうと思い、出来ることを
やってみようと決心し、ホームページ作りを始めました。最初は説明してくれている言葉
ですらさっぱりで、何度も諦めかけましたが、｢諦めるコトはいつでも出来る。｣と一念発
起、少しずつ知識吸収を続けています。 
 ここで、自分にもわかるように心境変化が訪れました。『楽しい』という感覚です。自
分で形作ることの楽しさは、今までの自分を壊すかのようにまで、自分を変えてしまいま
した。現在では、一番の趣味にまで発展しました。 
『覚えていくことによって、新しい何かを形作り、その発展は留まることを知らない。』 
これを、中学校のときに聞いてひどく胸を打たれました。まさに今の自分を表すような言
葉で、今でも自分の信念として掲げています。 
 僕にとってのコンピュータとは、『形作りの可能性の追求』であり、これからの人生に
大きな影響を及ぼしていくことでしょう。それが、良い影響か悪い影響かは今の時点では
判断を下すには至りません。それでも、自分でパソコンを買ったことへの後悔は微塵もあ
りません。自分の信念を現実味のある形で導くために、絶対に必要だったものに違いない
と確信しているからです。 
 
M.P.D. 
現在、コンピュータは人間の先端技術のシンボルになっている。これは性、年齢、宗教，
人種、文化にかかわらず、色々な人間社会のレベルに浸透した。コンピュータは経済学か
ら医学にかけて色々な分野でよく使われていて、なくてはならない物になっている。また、
 
これは シンプルなデータ処理から複雑な数学的な問題の解決にかけて色々な使い方があ
り、便利である。そのために、私はコンピュータの基礎と応用の勉強を始めることを決め
た。最初に、コンピュータの使い方は私にとって難しくて大変だったが、時間が経ってど
んどん使えるようになった。 
 学生の私にとってはコンピュータが不可欠なものである。レポートを書いたり実験結果
の処理をしたりするときにコンピュータはよく使われている。コンピュータはユーザーフ
レンドリであるからレポートのスペリングや文法などチェックすることが簡単に正確にで
きる。しかも、グラフや写真など特にプレセンテーション用のものは簡単に作られる。だ
から、コンピュータは私にとって非常に大切なものである。 
もちろん、学校での勉強のためだけでなく、楽しみのためさえ使われる。例えば、ピン
ボールとマインスイーパのようなゲームをやったり、映画をみたり、音楽を聞いたりする。
けれど、私が一番楽しんでいるのはインターネットを使用することである。なぜなら、イ
ンターネットでは色々なニュースやお知らせなどのような情報が集められるからである。
それから、インターネットを利用して、多くの人々に話しができるので、人間のさまさま
の文化、伝統、意見、あるいは信念が理解されることができる。そして、インターネット
に通して国にいる家族に話して、悲しみとか幸せとかを伝えて、家族からの応援と励まし
をもらう。 
 コンピュータは有利が多いが、もちろん、不利もある。私の場合、コンピュータがよく
使われていて、特に、文章と実験レポートを書くときに使われていて、手で漢字をあまり
書かないので、三年間で覚えられた漢字は次第に忘れてしまう。だから、いま、私にとっ
て漢字を書くのは大変なことである。 
 コンピュータは私の毎日の生活で重要な役割を果たしている。それはコンピュータが私
に囲んでいる色々なことを私に気つかせて、理解させることである。 
 
K.H. 
 私が、自分一人でパソコンを初めて使ったのは、高専一年生の時です。それ以前は、中
学校の技術・家庭科の授業で、一台のパソコンに何人かで座り、マウスを使って好きな絵
を描いたことぐらいしかなくて、本格的にパソコンをやったのは高専に入ってからでした。 
 一年生の時、「情報処理」という授業でコンピュータについての講義を受けました。一
番初めにやった内容は、確か、コンピュータの機能や構成について、それと今までのソフ
トウエアについての話だったと思います。それまで、全くコンピュータに興味がなかった
私には、とても難しい内容でした。けれども、その反面、コンピュータのすごさや便利さ
に気づき、もっと自分でコンピュータを使えるようになりたいなと思いました。それから、
その当時寮に入っていた私は、談話室にあるパソコンを時々使うようになりました。使っ
たといても、その時はまだ、自分の好きな歌手のホームページを開いたり、ゲームをして
遊んだりしただけだったと思います。でも、それだけで、コンピュータを自分一人で使っ
たんだいう達成感からとても喜んでいたことを思い出します。 
 四年生になった今は、Wordを使って、実験のレポートを作成したり、「情報化学」の授
業で検定や行列式をしたり、モーガン法で分子設計をしたりと、あの頃に比べると、かな
り進歩したと思います。先生やクラスメイトに教わったときも、一年生の頃は理解するま
でにかなりの時間を要したけれど、今はすぐに理解し、すぐにマスターできるようになり
ました。しかし、まだまだ未熟だと思います。パソコンのメニュー画面で分からない項目
がいっぱいです。五年生になると卒業研究もあるので、まず、今年は日頃から少しでもパ
ソコンに触るように心がけ、これから益々いろいろな方面で活用できるようにしたいです。 
 
 
 
